
愛知東邦大学 シラバス

開講年度(Year) 2024年度 開講期(Semester) 後期

授業科目名(Course
name) 教職実践演習（中・高）

担当者(Instructors) 小島 正憲,丹下 悠史,松尾 香弥子 配当年次(Dividend
year) 4

単位数(Credits) 2 必修・選択(Required /
selection) 必修

■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

これまでの学修を振り返り、不足している知識や技能について各自の課題をみつけ、実践力を涵養し、教員として最小限必要な資質能力が身
についているかを確認することを目的とする。授業の進め方は次の通りである。これまでの学修を振り返るグループ討論を行った後、役割演技
（ロールプレーイング）や事例研究、学級経営案の作成・討論、教職経験者の講義・討論、実地視察等を通じて、到達目標の主に①～③の事
項の修得を確認しながら、不足する知識や技能を補っていく。さらに、模擬授業、教科の指導力についての討論を通じて、主に④の事項の確
認と実践力を涵養し、最終回でまとめを行い、継続的な学修を促す。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 演習

授業の方法(Class
method) グループワーク、フィールドワーク、プレゼンテーション等の活動を取り入れ、演習形式で行う。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 これまでの学修の振り返りについての
講義・グループ討論

これまでの学修を振り返り、現場で求められる資質能力のうち、自
分自身に欠けている部分を確認し、その向上方策について考える。 □

第2回 役割演技より教員の役割、生徒理解に
ついてのグループ討論

援助チームによる話合いの方法について、役割演技を行い体験的に
学び、グループ討論を行う。 □

第3回 事例研究より教職の意義、職務内容等
についてのグループ討論

事例研究より、現在の学校におけるさまざまな問題行動とそれへの
対応の在り方について学び、グループ討論を行う。 □

第4回 社会性や対人関係能力についての講義・
グループ討論 保護者との関係づくりの手法等について学び、グループ討論を行う。 □

第5回 指導案作成、教材研究、グループ討論 研究授業で作成した指導案をもとにグループ討論を行い、指導上の
留意点や手順、役割分担等を決める。 □

第6回 模擬授業（1）：体育領域における模擬
授業の実践 研究授業の改善点を含め、体育実技を中心に模擬授業を実践する。 □

第7回 模擬授業（2）：保健領域における模擬
授業の実践 研究授業の改善点を含め、保健内容を中心に模擬授業を実践する。 □

第8回 教科の指導力についてのグループ討論 教育実習で学んだこと、他の学生の模擬授業を体験し、教科の指導
力についてグループで考える。 □

第9回 学級経営・学校経営についての講義・
グループ討論

（１）学級経営・学校経営の考え方について学ぶ（２）学級経営の
方法論について事例分析を通して学ぶ。 □

第10回 学級経営案の作成・グループ討論 （１）学級経営案とは何かについて理解する（２）教育実習で担当
した学級を想定したうえで、学級経営案を作成する。 □

第11回 学校現場の見学 教育の現場を訪問し、自らの教育実習での経験を相対化する。 □

第12回 学校現場の調査報告についてのグルー
プ討論

学校見学を通して学んだことを、グループで出し合い、学校が対応
すべき課題についての理解を深める。 □

第13回 学校現場から（教職経験者の講義） 現職教員の講話を聴き、学校が抱える諸課題について理解する。 □

第14回 使命感や責任感、教育的愛情等につい
てのグループ討論

現職教員の講話をもとに、学校が抱える課題への対応策（特に、児
童生徒への対応）について議論する。 □

第15回 資質能力の確認とまとめ 本授業での学びを振り返り、教員として勤務するにあたって取り組
むべき課題を再設定する。 □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)



事前学習として、教育の時事問題について新聞記事等で読んで、自分の意見をまとめておく（2時間）。 事後学習として、履修カルテと教育
実習中に作成した教材、教育実習ノート等から各回の授業と関連のある内容を見返し自身の到達点と課題を考察する（2時間）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

模擬授業は実施後に学生間で検討を行い、授業担当者が講評・助言を行う。 レポートおよび筆記試験は、添削・解説の上返却する。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

　 ◆ 教職課程

教育に対する使命感、責任感、教育的愛情を持って指導できる。
社会人としての基本が身につき、他者と連携・協力しながら課題に対処するなど、
良好な人間関係を築くことができる。
生徒の心身の発達や状況を理解し、生徒との間に信頼関係を築き、適切な指導や学
級経営ができる。
教科の知識や技能等学習指導の基本的事項や授業技術を身につけ、適切な指導法を
工夫することができる。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

40% 60%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

各担当教員が次の内容により評価する。松尾：授業への参加・貢献度およびレポート（30％）小島：授業への参加・貢献度および模擬授業
の準備と実施（30％）

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 なし

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 必要に応じて資料を配布する。

2

3

4

5


